
2017 年度事業報告書  

                         特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所  

１ 事業の成果 

 特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所は、1998 年に任意団体として発足して以来 2018 年 5 月

を持って創設 20 年の節目を迎えた。この 20 年間においてコウノトリプロジェクトは大きく進展した。

当研究所は本プロジェクトにおいて、地域の生物相に最も精通した団体として、生物調査、環境教育、

情報発信の面で地道な活動を展開し、重要な役割を果たしてきたといえる。 

2005 年 9 月 24 日の放鳥、2007 年７月 31 日の野生下での巣立以降、豊岡盆地では野生コウノトリは

普通に見られる鳥となり、豊岡から全国へコウノトリが飛翔し、徳島県や島根県で新たな繁殖地が成立

するに至った。また、ビオトープ水田や湿地の整備など豊岡地域内での環境整備も進められ、円山川の

大規模な河川改修についても環境への配慮がなされている。2012 年 7 月には、「円山川下流域・周辺水

田」がラムサール条約湿地に正式登録された。農業面では、コウノトリ育む農法が市域を越えて広がり

つつあり、特産物の生産振興と水田の環境回復に効果を上げるとともに、わずかではあるがコハクチョ

ウやマガンの越冬地としても定着しつつある。田んぼの学校などの生き物調査は各地域で行われるよう

になり、多くの市民がコウノトリプロジェクトに参画するようになり、この結果、豊岡市はコウノトリ

の野生復帰やコウノトリと共生する地域づくりに取り組む地域として、広く知られるようになった。 

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所は、以下の取り組み方針に基づき活動を展開してきた。 

○コウノトリの野生復帰を市民の立場から支援する。 

  ○豊岡盆地の生き物調査を通して自分たちの生活環境を見直す。 

○生物調査、ビオトープ作り、田んぼや自然体験施設などを活用した環境教育、この法人の目的に

関係する情報発信に取り組む。 

 豊岡盆地の生き物調査は、研究員の日常的なモニタリング活動だけでなく、国土交通省、但馬県民局、

豊岡市などと連携した取り組みを行った。今年度は特に豊岡市の委託調査として、豊岡市内のレッドデ

ータ生物の調査、ノアの方舟事業に関する調査を実施した。ビオトープ管理は、主としてコウノトリ郷

公園西ビオトープの管理、および調査を実施した。環境教育の分野では、2002 年より続く「田んぼの学

校」が、今年度も多くの子供たちと保護者の参加を得て実施することができた。また、豊岡市との共同

事業である「出張田んぼの学校」は、地域に根差し広がりを見せている。 

 情報発信については、但馬ふるさとづくり協会の運営する但馬の総合情報サイト「但馬情報特急」の

「たじまのしぜん」コーナーへの情報提供を毎月 4 回行い、インターネットを通じて広く情報発信を行

った。また、2014 年度から始まった豊岡市広報の自然コラムを年４回担当した。普及啓発のために作成

したコウノトリピンバッジ、コウノトリクリアファイルも各方面で利用されている。また、豊岡市より

受けた業務委託調査をもとに、豊岡市のレッドリストポスターを作成し小学校や地域コミュニティ等に

配布した。各種審議会、協議会に参画し、地域の生物棲息状況等について最も精通した NPO として提

言等を行った。 

 2017 年度は、豊岡市立コウノトリ文化館の指定管理者の 3 年目（最終年）として、施設の管理運営、

普及啓発、環境学習を実施した。この中で、コウノトリ文化館という施設の運営を通して、今まで以上

に環境教育、情報発信を展開することができた。第２期の指定管理（5 年間）を受け、引き続きコウノ

トリ文化館を拠点に活動を展開していくとともに、コウノトリ市民研究所の会員の参加と連携をより一

層進めたい。 



２ 特定非営利活動に係る事業  

定款の事業名 項  目        内   容 件数 参加人数 

１ 生物調査 

 

 

 

豊岡の生物モニタリン

グ調査 

・野鳥、哺乳類、魚類、昆虫、植物などにつ

いてモニタリング調査 

随時  

各種団体と協力・共同

した生物調査 

・豊岡盆地のＲＤ生物調査・ノアの方舟調査 

（豊岡市より業務委託） 

  

２ ビオトープ管理 豊岡市内の湿地、ビオ

トープでの作業 

・コウノトリの郷公園西ビオトープ管理作業 

・豊岡市三宅半坂池の草刈作業・観察 

随時  

３ 環境教育 

（田んぼや自然体験施

設などを利用した環境

教育）  

田んぼの学校 

 

コウノトリ文化館周辺のビオトープなどで

生きもの探し  

13 件 531 人 

出張！田んぼの学校 豊岡市内各地の水田やその周辺の生きもの

調査（豊岡市コウノトリ共生課事業） 

14 件 396 人 

その他の講師活動等 高校生ラムサール湿地の調査活動 

（但馬県民局より業務委託） 

国土交通省河川環境学習 

六方川を考える会 など 

19 件  

豊岡市立コウノトリ文

化館管の管理運営と環

境教育 

（豊岡市指定管理） 

コウノトリ野生復帰及び豊岡の自然環境・生

物多様性の解説 観光・視察対応 

随時 233021 人 

入館者数 

自然観察会・自然体験プログラム  

（キノコ観察会、ビオトープ体験など） 

7 件 95 人 

コウノトリ自然観察会   

コウノトリと周辺の自然を観察  

12 件 101 人 

文化行事・交流行事 （コウノトリコンサー

ト・鶴見茶屋・市民研究発表会など）  

9 件 多数 

特定不能 

コウノトリ関連・豊岡市の生物多様性に関す

る資料収集・各種展示の更新 啓発ポスター

の制作  施設の管理運営  

  

４ 情報発信 各種情報発信 

冊子等の発行 

啓発グッズの作成と普

及 

審議会・委員会への参

画 

生きもの切り紙工作、コウノトリピンバッ

ジ、コウノトリクリアファイル 

豊岡市のレッドデータポスターの作製 

インバウンドパンフの作製 

但馬情報特急のブログ 

豊岡市広報誌にコラムを定期掲載 

ホームページ、フェイスブックの運営 

コウノトリ野生復帰推進協議会等 

 

 

 

 

 

   

 

 

 



３．事業実施体制  

（１）会議に関する事項 

① 通常総会   

開催日 2017 年 5 月 21 日午後 1時 

開催場所 コウノトリ文化館  

出席者 19 名（表決委任 9人 正会員総数 27 名） 

議事内容 

 2016 年度事業報告、決算報告の承認 

 2017 年度事業計画、収支計画の承認 

②理事会 

第１回理事会  2017 年 10 月 24 日 2017 年度前半の活動について。指定管理更新について。 

第 2回理事会  2018 年 2 月 2 日 2018 年活動計画案について  

第 3 回理事会  2018 年 5 月 16 日 総会議案について  

 

（２）事務局体制 

  代表理事、副代表理事、事務局長理事で事務局を構成    

                

（３）会員数（2018 年 5 現在） 

①正会員    30 名  

②賛助会員  27 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】

    （現金・預金）

      現　　　金 260,485 

      普通　預金 3,043,342 

        但馬信用金庫 (2,378,770)

        ＪＡバンク (664,572)

        現金・預金 計 3,303,827 

    （売上債権）

      未　収　金 952,189 

        売上債権 計 952,189 

    （棚卸資産）

      棚卸　資産 328,284 

        棚卸資産  計 328,284 

          流動資産合計 4,584,300 

  【固定資産】

    （有形固定資産）

      機械及び装置 11,230 

      什器　備品 217,795 

        有形固定資産  計 229,025 

    （無形固定資産）

      ソフトウェア 3,255 

        無形固定資産  計 3,255 

          固定資産合計 232,280 

            資産の部  合計 4,816,580 

  【流動負債】

    未　払　金 2,290,611 

      流動負債  計 2,290,611 

        負債の部  合計 2,290,611 

        正味財産 2,525,969 

財　産　目　録財　産　目　録財　産　目　録財　産　目　録

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所

平成30年 3月31日 現在

《資産の部》

《負債の部》



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[税込]（単位：円）

特定非営利活動法人コウノトリ市民研究所

Ⅰ 経常収益

  １正会員受取会費 43,000 

  ２賛助会員受取会費 27,000 

　３受取寄付金 320,151 

  ４講師収入 212,000 

  ５受託事業 33,197,896 

  ６行事参加費 97,000 

  ７原稿料 110,000 

  ８販売収入 446,574 

  ９受取利息 53 

        経常収益  計 34,453,674 

Ⅱ売上原価

　１期首商品棚卸高 159,507 

　２事業費 32,655,955 

　　合計 32,815,462 

　３期末商品棚卸高 328,284 32,487,178 

　　　　　　売上総利益 1,966,496 

Ⅲ販売費および一般管理費

  １信運搬費 44,783 

  ２消耗品　費 36,212 

  ３減価償却費 49,550 

  ４諸　会　費 10,000 

  ５租税　公課 2,150 

  ６支払手数料 432 

  　合計  143,127 

　７消費税 1,351,700 1,494,827 

        営業利益 471,669 

　　　　経常利益 471,669 

        税引前当期正味財産増減額 471,669 

        法人税、住民税及び事業税 180,800 

          当期正味財産増減額 290,869 

活　動　計　算　書活　動　計　算　書活　動　計　算　書活　動　計　算　書

自 平成29年 4月 1日  至 平成30年 3月31日



財務諸表の注記 

重要な会計方 

  財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010 年７月 20 日 2011 年 11 月 20 日一部改正ＮＰＯ

法人会計基準協議会）によっています。 

（１）.棚卸資産の評価基準及び評価方法： 原価法によっています。 

（２）.固定資産の減価償却の方法： 有形固定資産は定率法、無形固定資産は定額法によっています。 

（３）消費税等の会計処理： 消費税等の会計処理は簡易課税よっています。 

事業別収益の状況 

 

全事業所 NPO管理 事業計 事業１ 事業２ 事業３ 事業４

【経常収益】 環境調査 ビオトープ 環境教育 情報発信

受取会費　 70,000 70,000 0 0 0 0 0

受取寄付金 320,151 312,950 7,201 0 0 7,201 0

講師収入 212,000 0 212,000 0 0 212,000 0

受託事業 33,197,896 0 33,197,896 896,400 0 32,291,496 10,000

行事参加費 97,000 0 97,000 0 0 97,000 0

原稿料 110,000 0 110,000 0 0 0 110,000

販売収入 446,574 0 446,574 0 0 0 446,574

受取　利息 53 53 0 0 0 0 0

経常収益  計 34,453,674 383,003 34,070,671 896,400 0 32,607,697 566,574

【経常費用】

【事業費】

（人件費）

給料　手当 18,912,160 0 18,912,160 571,000 0 18,341,160 0

臨時雇賃金 80,000 0 80,000 8,000 0 72,000 0

ボランティア評価費用 0 0 0 0 0 0 0

法定福利費 2,014,237 0 2,014,237 0 0 2,014,237 0

福利厚生費 50,540 0 50,540 0 0 50,540 0

人件費計 21,056,937 0 21,056,937 579,000 0 20,477,937 0

（その他経費）

【売上原価】

期首棚卸高 159,507 0 159,507 0 0 0 159,507

期首商品・製品棚卸高 計 159,507 0 159,507 0 0 0 159,507

期末棚卸高 328,284 0 328,284 0 0 0 328,284

期末商品・製品棚卸高 計 328,284 0 328,284 0 0 0 328,284

売上原価　計 -168,777 0 -168,777 0 0 0 -168,777 

事業　支出

諸謝金 139,096 0 139,096 0 0 139,096 0

印刷製本費 1,399,212 0 1,399,212 0 0 676,312 722,900

旅費交通費 264,049 0 264,049 0 0 264,049 0

車　両　費 416,400 0 416,400 0 0 416,400 0

新聞図書費 255,697 0 255,697 70,680 0 185,017 0

通信運搬費 398,617 44,783 353,834 0 0 353,834 0

材料費 122,224 0 122,224 0 0 122,224 0

消耗品　費 1,367,172 36,212 1,330,960 70,074 0 1,255,017 5,869

消耗備品費 136,984 0 136,984 0 0 136,984 0

修　繕　費 938,636 0 938,636 0 0 938,636 0

光熱水費 2,662,797 0 2,662,797 0 0 2,662,797 0

減価償却費 172,514 49,550 122,964 0 0 122,964 0

保　険　料 102,438 0 102,438 0 0 102,438 0

リース料 96,460 0 96,460 0 0 96,460 0

諸　会　費 15,000 10,000 5,000 0 0 5,000 0

租税　公課(事業) 3,150 2,150 1,000 0 0 1,000 0

支払手数料 58,204 432 57,772 540 0 55,936 1,296

支払寄付金 23,550 0 23,550 0 0 0 23,550

外注費 3,169,945 0 3,169,945 0 0 3,169,945 0

その他経費計 11,573,368 143,127 11,430,241 141,294 0 10,704,109 584,838

　　　　　　計 32,630,305 143,127 32,487,178 720,294 0 31,182,046 584,838

消費税 1,351,700 0 1,351,700 35,144 0 1,303,069 13,487

　　　　　　計 33,982,005 143,127 33,838,878 755,438 0 32,485,115 598,325

当期経常増減額 471,669 239,876 231,793 140,962 0 122,582 -31,751 

《正味財産増減の部》

税引前当期正味財産増減額 471,669

法人税、住民税及び事業税 180,800

当期正味財産増減額 290,869

前期繰越正味財産額 2,235,100

次期繰越正味財産額 2,525,969


